


 

 

 　長浜市社会福祉協議会では、地域の皆さまのご要望に応じて、社会福祉協議会職員が
各種講座を出前いたします。 
　５名以上集まれば、長浜市内のどこへでも出かけていきます。 
　土曜日や日曜日、夜の時間帯でもご相談に応じますので、お気軽にご相談ください。 

■長浜市内に在住、通勤または通学する方で、５人以上のグループや団体です。  
　　（ただし、営利を目的とするものは除きます。）  

 

・・・・
・・    ■年末年始を除く、午前９時～午後９時までの間で、１講座２時間以内です。 

■会場は申込者で用意してください。  

  

■開催希望日の１か月前までに、長浜市社会福祉協議会各窓口へ備え付けの申込書に必要事項を
　記入のうえ、提出してください。（講座詳細については、下記までお問い合わせください。）  

  

■会場の確保や講座の準備、および進行等は申込者の責任において行ってください。  
■講師派遣料は無料です。ただし、会場の使用料など出前講座に要する費用は申込者の負担とします。
■講座内容の詳細につきましては、ご相談に応じます。
■業務の都合により、ご希望の日時に出前できない場合もございます。 

 

 

 

 
（長浜市高田町１２－３４　長浜市社会福祉センター内）



 

●高齢者疑似体験 
●視覚しょうがいの体験 
●車いす体験  
　などの体験を地域でし
てみませんか。 

　昔懐かしい思い出を、みんなで語り
合うことで、脳の活
性化をはかる「回想
法」。昔の写真等を
見ながら、楽しく思
い出話をしてみませ
んか。 

　防災は特別な対策だけではなく、日頃
　　　　　　　　　の地域の住民同士の
　　　　　　　　　つながりが大切です。 
　　　　　　　　　ゲームなどを通して
　　　　　　　　　みんなで防災につい
　　　　　　　　　て学びませんか。 

●ボランティア入門講座 
●災害ボランティア講座   
　ボランティアをしてみたいけれど、
何から始めたらいいの？地域のみな
さんと一緒にボランティアについて
学びませんか？ 

　家庭での介護に困ったことはあり
ませんか？食事、排せつ、 
着替え、移乗などの介護の
ポイントや、介護者自身の
健康づくりについてアドバ
イスいたします。 

　少子高齢化、核家族化、地域のつながりの
変化、家族機能の低下・・・・。
　身近な暮らしの課題は、住民間の課題共有
から。あなたの地域の強み弱みを話し合って、
みんなで暮らしやすい地域を作っていきま
せんか。 

　少人数から集団でできるゲームや、
頭の体操、介護予防の為の体操など、
サロンや老人会などで使えるレクリ
エーションや体操をご紹介します。   

　社会福祉協議会では、このような
メニューで福祉出前講座を実施して
おります。 
　詳しい内容に
つきましては、
社会福祉協議会
地域福祉課まで
お問い合わせく
ださい。 



高月福祉ステーション

余呉高齢者福祉センター 

北部福祉ステーション 

保健センター虎姫分室 

びわ高齢者福祉センター 

南 郷 里 公 民 館 

保健センター西浅井分室 

高月福祉ステーション 

保健センター虎姫分室  

余呉高齢者福祉センター 

湖北デイサービスセンター 

北 郷 里 公 民 館 

びわ高齢者福祉センター 

木之本福祉ステーション 

保健センター西浅井分室 

浅井福祉ステーション 

浅井福祉ステーション 

北部福祉ステーション 

湖北デイサービスセンター 

木之本福祉ステーション 

 

 
 

 
日　時  内　容 参加費 会　場 お問い合わせ先 

１０／２４（木）
１０：００～１３：００

 
草木染めに挑戦 ３００円

２,０００円

検 討 中

昼食代のみ
自己負担

 社協木之本
センター

 木之本センター 

TEL ８２ー５４１９

６２ー１８０４

６２ー１８０４

 

１０／２９（火）
　９：３０～１５：３０

ヨーロッパ軒と
さかな街 

 長浜センター 

TEL  

１１／１２（火）
１０：３０～１５：００

リラックスヨガと
足裏マッサージ 

北部福祉
ステーション

 長浜センター 

TEL  

１１／１９（火）
１１：００～１４：００ 紅葉散策

 
己高庵

 社協木之本センター 

TEL ８２ー５４１９ 

お申し込み、詳細については各お問い合わせ先まで。 

　年齢を重ねるにつれて変化していく身体について、生活の中で必要となる
知識やその対応についての学習会を開催します。

   
● 時　間 ●   午前（１０：００～１１：３０）　午後（1：３０～３：００）

  

敦賀市内散策

１１／１５（金）　午 後

１１／１８（月）　午 後

１１／２２（金）　午 後

１２／　４（水）　午 後

１１／２１（木）　午 前

１１／２８（木）　午 前

１２／　５（木）　午 後

１２／１９（木）　午 前

１１／　１（金）
　午 前

　  　　　　　　 午 後

１１／２０（水） 
 午 前

　  　　　　　　 午 後

１１／　７（木） 
 午 前

　  　　　　　　 午 後

１１／１３（水）
  午 前

　  　　　　　　 午 後

１１／２９（金）　午 後

１２／　３（火）　午 後

１２／１２（木）　午 後

１２／１８（水）　午 後

長浜市社会福祉協議会
ほのぼのケアプランセンター
中山美智子 ケアマネージャー
長浜市社会福祉協議会
ほのぼのケアプランセンター
杉田 晃子 ケアマネージャー

湖北歯科医師会
澤歯科医院  
　澤 秀樹 先生 

株式会社クリニコ

タナカフーズ株式会社 

田中ビジネスサポート
　　　　　株式会社
湖北事業所所長 
　小山 輝浩 氏
協力：花王株式会社

湖北タウンホーム
理学療法士  
　山口 敦子 氏

知って安心。在宅介護のいろは
　～介護が必要になったとき～
安心して家で暮らせるように、介護サービ
スを利用するまでの流れや、どんなサービ
スがあるか知りましょう。直接ご相談にも
応じます。 

口から元気 
　～やってみよう口腔ケア～
お口ケアで口腔を清潔にして、口臭予防や
感染症予防、そして美味しく安全に食べる
喜びを回復し、表情豊かに暮らしましょう。 

食べる喜びは生きる喜び
　　　～五感で楽しく食事～

食べやすく飲み込みやすく工夫して栄養
もとれる介護食の紹介と試食をします。 

これで安心。
上手なオムツの選び方、あて方
その人の暮らし方や悩みに合わせたオム
ツを選びたい。見て、触れて、選ぶコツ
を知りましょう。 

歩く力を見直そう 
～いつまでも自分の足で歩きたい～
健康的な生活を送る基本である「歩く」
ことについて、正しい身体の使い方を確
認し、毎日気軽に続けられる筋力アップ
の体操も学びましょう。 

テ　ー　マ　　　　　　　　　　講　師　　　　　　 日　時　　　　　　　 　会　場

お問い合わせ・お申し込み先　 長浜市社会福祉協議会  介護事業課　 TEL ７８ー８２９４ 
当日参加もできますが、準備の都合上、事前にお申し込みをお願いします。



 

 
■社会福祉功績者表彰式・あったか標語表彰式    

■基調講演『これからの地域福祉と活動計画』  
　　 講師：大谷大学 山下憲昭 教授     

■地域福祉シンポジュウム（活動実践報告）  
　◆虎姫福祉の会『はーとランド（コミュニティカフェ）
　　　　　　　　　　　～住民の意思の通い合う場所づくり～』

　◆湖北町延勝寺『ご近所だから安心！よりそう見守り隊活動』  

　◆長浜バイオ大学『私たちが考えるしょうがい福祉』  

■東日本大震災復興支援バザー 

　長浜市社会福祉協議会では、認知症高齢者や知的しょうがい者、精神しょうがい者など判断能力の
不十分な方が、安心して暮らしていけるよう、利用契約に基づき福祉サービスの利用手続きや日常的
な金銭管理のお手伝いを行う地域福祉権利擁護事業を実施しています。 

Q　地域福祉権利擁護事業ってなに？
A　毎日の暮らしの中で福祉サービスの利用手続きができなかったり、日常のお金の出し入れに困ったり、

　　財産の管理に不安を持っている方々に、安心して地域で生活が送れるように支援をします。

Q　具体的にはどんな支援をしてもらえるの？
A　主な支援の内容は、㈰福祉サービスの利用援助　㈪日常的金銭管理サービス　㈫書類等（通帳など）

　　預かりサービスがあります。

Q　誰でも利用できるの？対象者は？
A　対象者は、認知症の高齢者、知的しょうがいがある方、精神しょうがいがある方などです。

Q　利用料金はかかるの？
A　相談は無料ですが、利用契約によりサービスが始まると料金がかかります。

　　（低所得世帯については、料金が減免されることがあります。）

Q　利用するにはどうしたらいいの？
A　まずは、長浜市社会福祉協議会へご相談ください。

ーお問い合わせ先ー
　　　長浜市社会福祉協議会　地域福祉課

　　　　　長浜センター　　６２ー１８０４　または　

　　　　　木之本センター　８２ー５４１９　まで

びわ文化学習センター
　　（リュートプラザ）
　長浜市難波町５０５番地 

〔 内　容 〕

〔 ところ 〕



 

 

 

 

 

 

　今回の大型の台風１８号は、勢力を強めながら日本の南の海上を北上し、１５日の降り始めか

らの総雨量は高島・朽木平良が４９４・５ミリ。鴨川（高島市）や金勝川（栗東市）をはじめ

１００カ所で堤防・護岸が損壊し、広範囲の宅地や田畑が水に浸かった。避難の目安となる１３

河川の水位観測所計３１カ所のうち１９カ所で判断水位を超えた。民家被害は大津、栗東、甲賀、

高島各市が中心で、全壊３棟、半壊２２棟、一部損壊６３棟、床上浸水２５７棟、床下浸水６８

１棟。避難勧告・指示は約６万世帯１６万人を対象に発令され、９,１６２人が実際に避難した。

長浜市の隣、高島市は１８日、台風１８号による被災・被害状況について、家屋の床上浸水６６

棟、床下浸水１８８棟、半壊３棟。最大で２,７７７人が避難所に避難されたそうである。
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　想定外！瓦礫の山！ＴＶで放映される言
葉とそのシーン。道路端に無造作に積み上
げられた泥んこの畳や家財道具。又、土砂
に埋まった田圃や畑、これが生で眼前に支
援活動の日、日本晴れの快晴、被災家を思
えばその差に遣る瀬無さ募るばかり しかし
後始末に淡々黙々と励むご家族を見て人間
の力強さを感じ救われた思い。
　一日も早い復旧を祈るばかり。  Ｋ氏 

　「山千潤雨一」一粒
の汗でも、被災者との
会話を通し素敵な笑顔
を頂き、私は励まされ
ました。　　　　Ｓ氏 

　力作業でかなり大変で
したが、水路の泥を掃き
出し水が通った時の住民
の方の安心された顔を見
て頑張って良かった。
　現地の悲惨さはさほど
メディアで取り上げられ
ておらず、自分の目で見
てみないと分からない事
が多いです。今回、お手
伝いが出来て良かったで
す。　　　　　　　Ｙ氏    先日の台風で私の住む地域では避難勧

告が発令されました。「明日は我が身」
の気持ちで今回参加しました。今年の天
候から今回のボランティア参加を通じ、
自助・共助・公助を改めて考えさせられ
ました。今後とも出来ることを少しずつ
でも実践していきたいと思います。Ｈ氏

　災害ボランティアは初めての
体験でした。京都文教大学の応
援もあり無事終了して良かった
です。 　　　　　　　　　Ｏ氏  

　長浜市社協の災害ボランテ
ィアに初めて参加させていた
だきました。自分が出来るこ
とは小さなことでしたが他の
参加者と協力しながら高島市
ボランティアセンターから与
えられたミッションを完了す
ることができました。　Ｔ氏  

　訪れたＫさん宅の惨状に、
ご家族のお気持ちは如何ばか
りかと察しながら、床下の泥
搬出に一日従事。今後、復旧
に何日要するか想像もつかぬ
中、後ろ髪を引かれる思いの
支援活動でありました。Ｋ氏 

　初めてボランティアに個人的に参加しました。新聞で今回
の情報を見て、何が出来るかわからないがとにかく参加して
みようと思い電話をしました。今回はグループでの活動で初
めての私には大変助かりました。今回の災害は、防ぎようの
ない雨でたまたま私たちの住む町も助かっただけで、いつボ
ランティアに来て頂く側になるかわかりません。
　たいしたことは出来ませんがこのような機会があれば、ま
た参加したいです。　　　　　　　　　　　　　　　　Ｉ氏 

  喜んでもらえてよ
かったです。 Ｔ氏 

【活動内容】
９／１９　家屋内床下の泥出し 
９／２０　家周りの水路の泥上げ、車庫内の
　　　　　泥出し 
９／２１　土砂崩れによる家周りの土砂どけ、
　　　　　水路の泥出し 
９／２２　土砂崩れによる家周りの泥上げ等 
９／２３　家周りの泥上げ等 

 全国的に猛威をふるった台風１８号の影響で県内でもたくさんの被害が出ました。とり
わけ高島市の被害が大きいということを知り、長浜社協さんを通じて現地でボランティア
活動をさせていただきました。報道で鴨川の氾濫による被害の情報はありましたが、現地
に行くと山の方の土砂災害もかなり酷いということで、私たちは朽木の方の土石流で土砂
の蓄積したお宅に伺い、宅内の床下の土出し、家の周りの土出しのお手伝いをさせていた
だきました。　自然の猛威をまざまざと見せつけられた一日でした。
　被災された方の一日も早い復興をお祈りしたいと思います。　　　　　　　　　　Ｍ氏 

　マスコミがあまり取り上げて
なかったので実際に被災地へ行っ
てみてびっくりでした。まだま
だたくさんの人の手が必要だと痛
感しました。　　　　　　Ｆ氏 



 
地域で集めた募金は、集めた地域で使われます。  

　集まった募金の約７０％は、募金いただいた地域で使われます。残りの３０％は、みなさんの住ん
でいる市町を越えた広域的な課題を解決するための活動に使われます。 長浜市では、みなさまからお
寄せいただいた募金で、さまざまな事業を行っています。 

○地区社会福祉協議会（福祉の会）活動の推進・支援 

○福祉委員活動の推進 

○ひとり暮らし高齢者やしょうがい者の避難支援・見守り支えあい活動の推進 

○福祉団体・当事者団体活動の支援 　○広報啓発活動 

○しょうがい児者の交流活動の支援 　○介護者の負担軽減、交流の促進 

○自治会活動に必要な備品整備の推進 

○ふれあい用具、福祉用具、福祉車両等の貸出 

○過疎地域の地域づくり推進（ワークキャンプ） 

○各種相談窓口の設置（よろず相談、法律相談等） 

○ボランティア活動の推進 

○福祉教育の推進 

○歳末たすけあい運動の実施 

○滋賀県内の福祉施設、団体への支援など 

 
   災害にも共同募金は使わ
れています。 
 

　大規模な災害が起こった際の備えとして、
県の共同募金会が募金額の一部を「災害等
準備金」として積み立てています。大規模
災害が起こった際には災害ボランティア活
動支援など、被災地を応援するために使わ
れています。 

　今年も、１０月１日から全国一斉に『赤い羽根共同募金運動』がスタートしました。

　共同募金運動は、みなさまの温かい善意を地域福祉の充実のために、また、ボランティア活動や福祉

施設の整備・充実などの社会福祉事業に役立てられています。

　共同募金は、１０月１日から１２月３１日の３ヶ月間にご家庭でご協力いただく戸別募金をはじめ、

法人、職域、学校、街頭などで募金を呼びかける「一般募金」と、１２月１日から１２月３１日の１ヶ

月間に行われる「歳末たすけあい募金」および「ＮＨＫ歳末たすけあい募金」があります。  今年も、市

民のみなさまの温かいご理解とご協力をお願いいたします。 



　福祉対象者（しょうがい者や高
齢者）などの地域交流などを促進
する事業を支援します。 
※ただし下記の条件を満たすこと 

㈰非営利の活動であること 
㈪主催者が福祉サービス事業所の場合は参加者
　がサービス利用者だけでなく、地域に開かれ
　た行事であること 
㈫当該行事に公的助成を受けていないこと
㈬歳末たすけあいの助成を受けて実施すること
　を周知すること 
㈭１１～１２月に実施する行事 

 

　「歳末たすけあい運動」は、共同募金運動の一環として地域住民やボランティア、民生委員・児童委員、
社会福祉施設等の関係機関・団体の協力のもと、新たな年を迎える時期に、支援を必要とする人たちが地
域で安心して暮らすことができるよう、住民の参加や理解を得てさまざまな福祉活動を重点的に展開する
ものです。 

 

　正月をひとり等で迎え、高齢な
どの理由により「おせち料理」を
用意できない方に対しておせち料
理を配食し、少しでも心温まる新
年を迎えていただきます。 

　高齢などの理由で年末の
大掃除等が困難な方に対し
て、住居などの掃除支援を
行い、少しでも気持ちよく
新年を迎えていただきます。 

　下記の条件をすべて満たす世帯に対
し、食料品を給付します。 
㈰市内在住の低所得世帯 
㈪予測できない事由により、緊急かつ
　一時的に食料が不足する世帯 
㈫以前に給付を受けたことのない世帯

 

　市内の小中学校に通う、要
保護世帯の児童、生徒に対し、
一人当たり２,０００円の図書
カードを支給します。 　市内の特別支援学級および療育

センターに通う児童、生徒に対し、
一人当たり１,０００円の学用品を
助成します。 

 

　市内の小児病棟に入院されてい
る子どもさんが、少しでも楽しい
クリスマスを過ごせるようサンタ
訪問をおこないます。 

 

 

  

業 

    

  

 

　



 

 

　市民の皆様には、社会福祉協議会一般会費の納入にご理解とご協力をいただきありがとうございました。

　社会福祉協議会では、市民の方々と共に『誰もがきらっと輝きいきいきと安心して暮らせる福祉のまちづ

くり』を目指し活動しています。いただいた会費は福祉のまちづくりを推進させていただくための財源とし

て大切に使わせていただきます。

　今後も皆様の温かいご支援とご協力をいただきますようお願いいたします。 

 

〔全体テーマ〕　地域にひろげよう みんなの“ ええ顔 ” 
　　　　　　　　　　　～ 一人ひとりの幸せから考える ～

〔日 時〕 平成２５年１１月２０日（水）１０：３０～１５：３０（受付９：３０～）
〔会 場〕 県立長寿社会福祉センター（草津市笠山７丁目８ー１３８） 
〔参加費〕 ５００円（昼食代別）　★託児あります（無料・要予約） 
〔対 象〕 地域福祉に関心のある人ならどなたでも参加できます。 

当日プログラム（予定） 
　　　　　１０：３０～　開会、オリエンテーション 
　　　　　１０：４５～　全体会「“子どもの貧困”を考える」（仮） 
　　　　　１２：００～　昼食休憩・コーナー企画 
　　　　　１３：００～　分科会 
　　　　　　　　　　　㈰防災　㈪福祉の人（担い手）づくり　㈫サロン  　
　　　　　　　　　　　㈬見守り・支え合い活動　㈭当事者・依存症 の５つを予定しています。 
　　　　　１５：１５～　フィナーレ  
　　　　　１５：３０  　 閉会 

お問い合わせ先 　社会福祉法人 滋賀県社会福祉協議会内 
　　　　　　　「２０１３地域福祉活動フォーラムinしが」実行委員会事務局  
　　　　　　　　〒525-0072 滋賀県草津市笠山７丁目8-138   　TEL 0 7 7 - 5 6 7 - 3 9 2 1  

☆正規職員………採用予定人員 ３名   
　　１．職務内容　社会福祉協議会事業全般（地域福祉事業・介護事業・総務など）   
　　２．就業場所　長浜市社会福祉協議会が事業を実施する場所（長浜市内）   
　　３．給 与 等　（新規学卒者の場合） 月額１７２，２００円   
　　４．受験資格　社会福祉士（取得見込可） 普通自動車運転免許（AT限定可）   
　　５．年　　齢　昭和５９年４月２日から平成４年４月１日までに生まれた者   
　　６．受付期間　平成２５年１０月３１日（木）まで 

☆常勤嘱託職員   
◆介護支援専門員………３名             
　　１．勤務場所　居宅介護支援事業所 ５事業所
　　２．給 与 等　（採用時）月額１９０，６００円  

 ※なお嘱託職員につきましては、本会の要綱に基づき、正規職員への登用制度があります。 

お問い合わせ先　長浜市社会福祉協議会 総務課 TEL ７８ー８２９４         
　　　　　　　　詳細は本会ホームページにて掲載しています。 

◆デイサービスセンター看護師…２名     
　　１．勤務場所　デイサービスセンター等 １１事業所    
　　２．給 与 等　（採用時）月額２１２，６００円 





　長浜地区社協では、地域の子ども達やその家族を対象に、地域交流・家族の絆を深めていた
だくことを目的にさかなつかみ大会を実施しました。当地区は住宅地域で、子ども達が川や山
などの自然に触れる機会も少ないため、長浜八幡宮の境内に流れる川を借りて実施しました。
普段、川遊びなどの機会が少ない子ども達にとって夏休みの楽しい思い出となりました。  

　びわ地区社協では、毎月１回第３火曜日に在宅で介
護する方のリフレッシュや情報交換を目的に介護者サ
ロンを実施しています。
９月は粘土細工でバラの
鉢植えづくりに挑戦しま
した。毎回、お茶会やお
出かけ、体験など様々な
催しで介護者の方の楽し
いひと時を持っていただ
いています。 

　７月３１日（水）に高月地区福祉推進員を対象
にした研修会が開催され、ＨＵＧ（ハグ：避難所運
営ゲーム）が行われました。災害時に続々と避難し
てくる人達を、避難所のどこに誘導するか。トイレ、
要介護者、ペットなど避難所での問題を改めて感
じる機会となりました。「日
頃の自治会のまとまりが避難
所の質を決める」という言葉
がずっしりと感じられる研修
会となりました。 

　晴天に恵まれた８月３日、三世代の交流を目的とし
たグランドゴルフ大会が開催されました。
 「おじいちゃん、どうやって打つの？」と、頼りにな
る先輩に教えをも
らいながら、１０
０名を超える参加
者が世代と地域の
交流を行いました。 

　余呉地区では、毎週火曜日９時から１５時までカ
ロム教室が開催されています。参加者は７～８名で、
その歴史は２０年におよぶとのことです。教室と名

前は付いていますが、カロム
の対戦だけではなく、おしゃ
べりをしたり、昼食を持ち
寄ったり、楽しいひと時を過ご
されています。  

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

　平成２５年９月の台風１８号の豪雨により県内各所において甚大な被害が発生しましたことから、滋賀

県において、「平成２５年滋賀県台風１８号災害義援金募集・配分委員会」が設置され、亡くなったり重

傷を負った方、住家が全壊・半壊したり床上浸水した方への援護の一助として義援金を募集することが決

定されました。これを受けて、滋賀県共同募金会においても、「平成２５年滋賀県台風１８号災害義援金」
の募集をおこなうこととします。

　１．受付期間　平成２５年９月３０日（月）から平成２５年１０月３１日（木）まで

　２．義援金受入れ口座　　滋賀銀行　県庁支店　普通　５０８０７１　
　　　　　　　　　　　　　口座名義　社会福祉法人　滋賀県共同募金会

　３．社協各センター窓口でも受付いたします。

　【お問い合わせ先】　　社会福祉法人　滋賀県共同募金会　TEL  ０７７－５２２－４３０４
　　　　　　　　　　　　　　　　　　または　長浜市社会福祉協議会  TEL  ７８-８２９４まで
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